
基本計画素案に対する意見等について 

 

委 員 意見等 回 答 

青山委員 

安全・安心まちづくりボニターは、小学校入学時から防災意識

や自分の身は自分で守る事の大切さを知ってもらいたいと考え、

こども防犯教室や子ども安全アカデミーを実施してきました。令

和元年には交通事故から子どもを守るため何ができるかを検討し

て参りました。令和４年度から幼稚園や保育園などで園児を対象

に啓発活動を実施してみましたが、ここで少し気になることがあ

ります。それは、ボニターは防災・防犯の養成講座を受講して最

小限の知識を得ましたが、交通安全に対する養成講座を受けてい

ません。専門知識もないのに、園児に対して指導を行っても良い

のか疑問があります。 

私見ですが、市民安全課に交通安全と防災・防犯が同じ位置に

あります。このことが原因でボニターが防災・防犯活動と交通安

全活動が一緒だと考えているかもしれません。ご指摘のあった４

ページの①防災②防犯③交通安全について検討される中、このこ

とについても一考していただけませんでしょうか。 

 

 

 

 

安全・安心まちづくりボニターの養成講座の内容は次のとおりです。 

 

＜令和３年度の養成講座＞ 

分野 講座内容 

防災 

・ 春日井市の防災体制について 

・ 防災グッズづくり 

・ 普通救命講習 

防犯 ・ 春日井市内の犯罪情勢について 

交通安全 なし 

その他 
・ 安全なまちづくり協議会について 

・ 安全・安心まちづくりボニターについて 

 

今後は、交通安全分野の講座の実施等について検討を行っていきます。 

資料２ 



基本計画素案に対する意見等について 

委 員 意見等 回 答 

大床委員 

① 町内会の加入者が減少していたり、廃止になる子ども会が増

えたりしています。コロナで活動できなかったことも原因の一

つでしょうが、役員の負担が大きいことや各家庭の事情によっ

て参加しづらい等もあるようです。年齢や属性に関係なく誰で

も参加でき、困りごとを聞き、支え合える居場所がもっと増え

ると良いと思います。 

 

② 健康に対する意識が高く、市の講座等にも積極的に参加する

元気な高齢者の方が多い一方で、孤立しがちな人は生活面も不

健康になりやすいようです。また、現役世代の人が、仕事や家

事育児が忙しい等の理由で運動する時間が取れていないと聞

きます。経済的に余裕があるかどうかでも差が出る場合が多い

ようです。また、スポーツ施設等の利用が慣れていないとしづ

らいと感じます。一部では３日前までに予約をしないといけな

いということで、当日でも空いていれば利用できたり、オンラ

インで簡単に予約ができたりするともっと気軽にスポーツを

楽しめる人が増えるのではないかと思います。 

 

③ 市内に災害対応の自販機は設置されていますか。また、設置

場所は公表されていますか。 

 

① 「人と地域がつなぐ暮らしやすさ」の地域の支え合いづくりに、「高

齢、障がい、子どもなどの分野を超えて、交流できる場や居場所の確

保など、市民相互の信頼と支え合いによる地域づくりを支援します。」

と修正します。 

 

 

 

② グラウンドなどの屋外スポーツ施設の予約については、原則３日前ま

で、オンライン予約が可能となっています。 

なお、テニスコートは前日までオンライン予約が可能であり、当日の

予約は、空きがあれば利用できます。ただし、当日のオンライン予約は

システムが対応していませんので、当日の利用は窓口のみの受付となり

ます。 

 

 

 

 

 

③ 災害対応の自動販売機については、市の施設では、11台設置されてい

ます。また、設置場所については、市内における状況を把握できないた

め、公表までは考えていません。 

設置場所 本庁舎 
グルッポ

ふじとう 

グリーンパ

レス春日井 

高蔵寺駅北口

自転車駐輪場 
市民病院 

設置台数 ５ ２ ２ １ １ 
 

 


